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兵庫県内のがん診療拠点病院26施設にがんリハビリテーション治療の指導的立場を担うリハビ
リテーションセラピストを各施設1～2名配置することを目標にすると、今後5年間で40名養成する
必要がある。また、過去のインテンシブコース受け入れ実績が毎年度8～10名あり、受け入れ目
標人数を8名と設定した。

教育プログラム・コースの概要

講義102時間、実習24時間（3日間）（英文抄読会での発表を含む）
講義 ： レポートの提出により、臨床腫瘍学およびがんのリハビリテーションの基礎知識の学習が
十分であるかを評価する。また、がんリハビリテーションに関する研究計画書を作成し、提出す
る。

実習 ： 施設見学成果についてのレポートを提出する（症例発表レポートの提出にて読み替え
可）。修了者には、修了証を授与。

腫瘍学Ⅰ基盤講義（医療現場・学際領域）（2単位）
腫瘍学Ⅱ横断講義(予防・研究開発）（2単位）
■ がんリハビリテーション講義 6回 開講
[ 実習 ]1．リハビリテーション計画法、評価法、治療法、リスク管理（主に化学療法・造血幹細胞
移植、食道癌・頭頸部癌・乳癌の周術期、緩和ケアチーム、摂食・嚥下におけるリハビリテーショ
ンの見学実習）。2．腫瘍・血液内科、食道胃腸外科、耳鼻咽喉科頭頸部外科、乳腺内分泌外
科、緩和ケアチームなど関連診療科のカンファレンスにおける治療方針の決定過程、チーム医
療の実習。

がんのリハビリテーション研修企画者研修修了施設

関西地区のがんリハビリテーション診療のトップランナーである神戸大学医学部附属病院や神
戸大学医学部附属病院国際がん医療・研究センターにおいて、あらゆる病期のがん患者に対
するシームレスなリハビリテーション治療を実践する際に必要な最新の知識・技能を習得すると
ともに、実習を通して多職種連携の重要性を学習できる。また、がんリハビリテーション治療のエ
ビデンス構築のための臨床研究法を学習できる。

・神戸大学医学部附属病院および神戸大学医学部附属病院国際がん医療・研究センターのが
ん治療医、がん専門看護師、臨床心理士、医療ソーシャルワーカー、リハビリテーションセラピス
ト等の多職種医療チームにおける実習を通じて，がん治療やリハビリテーション治療の治療戦
略の決定プロセスを学ぶ。             ・神戸大学大学院医学研究科リハビリテーション機能回復
学および保健学研究科の協力を得て、リハビリテーション科医及び附属病院理学療法士等によ
る密接した研究指導を行う。

がんの発症予防から緩和ケアまでシームレスにリハビリテーション治療を実践できる知識・技能
を習得し、がん診療拠点病院をはじめ地域医療においても指導的立場を担うことのできるリハビ
リテーションセラピストを目指す。また、修士課程へ進学しがんリハビリテーション治療のエビデン
スの構築のための臨床研究の実践を目指す。

神戸大学大学院医学研究科

がんリハビリテーションインテンシブコース

がんリハビリテーションに興味のあるリハビリテーション専門職（理学療法士・作業療法士・言語
聴覚士）

1年

がんの発症予防からがん治療前・中・後，緩和ケアまでシームレスにがん患者に対してリハビリ
テーション治療を実践するための知識・技能を習得し、実臨床において、エビデンスに基づいた
リハビリテーション治療が実践でき、かつ現場スタッフに対して指導的な役割を担える人材を養
成する。


